“ところざわ俱楽部「文芸講座」開催‼



＝故郷とどう向き合うのか＝
今期の文芸講座は、葵の会（池田代表）の＜ご案内＞
日時：6月22日（金）13時～(4回)
1 6/22・②7/6・③7/13・④7/27
会場：生涯学習センター201教室
講師：及川道之（秋草学園短期大学教授）
講座：＝故郷とどう向き合うのか＝
　　１、「遠野物語」
　　２、賢治
　　３、太宰　　　　　（芥川賞受賞作）
　　４、若竹「おらおらでひとりいぐも」
4部構成でご講演頂きます。
＊聴講募集：80名（会員50名・一般30名）
＊参加費　：会員1500円　一般2000円

協力を頂いて、従来の文芸講座と趣を変えた
新企画となり、“一粒で4つの味”を楽しんで
頂けるような、「東北の文学」の連続講座です。
１、「遠野物語」柳田國男が明治43年に発表
　した、岩手県遠野地方に伝わる逸話、伝承
　などを記した説話集。
２、宮沢賢治＝詩人・童話作家。仏教信仰と
　農民生活に根ざした創作を行う。
３、太宰治＝その波乱の人生、芥川・泉鏡花
　に強く傾倒し、18歳の時に敬愛する芥川が
　自殺。猛烈に衝撃を受けた太宰。
４、若竹千佐子「おらおらでひとりいぐも」
　“ほんとはね、ほんとは「独りがいい」出会い
　も歓びだが、死別も解放だ。地声で語られた
　女のホンネが炸裂！（上野千鶴子　氏＝社会学者）　　　　　　（事業部＆葵の会）
ところざわ俱楽部会員＜文芸講座＞申し込み応募多数の
場合は抽選！
締切日
5月20日
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· 会員は5月20日迄。募集50名を超えた場合は抽選（理事会確認）と致しますのでご了解ください。
· 一般公募30名が満たない場合の不足分を会員に振り分けます。＜返信先＝事業部　佐藤重松まで＞

